
松田町議会だより

No.211
2018.8.15

第２回定例会の概要 ･････････････�2
条例･補正予算･議案審議結果一覧など ･･･�3
一般質問 ･･･････････････････････�4
第４回臨時会の概要 ･････････････�7

議員行政視察報告 ･･･････････････�8
政務活動費収支報告 ･････････････�9
議会報告会・意見交換会概要 ･･･�10
住みやすい町を目指して㉞ ･････�12

青空広場で楽しく食事
（7/22　調理室で親子でPIZZAを作り、町民文化
センター大ホール前の青空広場で食事をしました）



2

　

議
案
第
35
号
と
議
案
第
36

号
の
条
例
は
、
６
月
６
日
に

上
程
さ
れ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で

建
設
中
の
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
新
設
条
例
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

６
月
６
日
及
び
７
日
に
委
員

会
を
開
催
し
審
査
を
し
ま
し

た
。

議
案
第
35
号　

松
田
町
公
共

賃
貸
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　

籠
場
地
区
に
建
設
中
の
公

共
賃
貸
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
で
す
。
建

物
の
規
模
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
３
階
建
て
の
全
21
戸

で
、
単
身
・
二
人
世
帯
向
け

住
宅
及
び
既
存
の
町
営
住
宅

の
集
約
を
図
る
た
め
の
住
宅

で
す
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
家

賃
の
設
定
に
基
づ
く
収
支
と

借
地
し
て
い
る
既
存
町
営
住

宅
敷
地
の
年
間
借
地
料
の
確

認
、
既
存
町
営
住
宅
か
ら
の

入
居
者
に
関
す
る
対
応
条
項

な
ど
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
本
会
議
で

委
員
会
報
告
を
し
、
賛
成
全

員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
36
号　

松
田
町
地
域

優
良
賃
貸
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

町
屋
地
区
に
建
設
中
の
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
で
す
。

建
物
の
規
模
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
４
～
７
階
建
て
の
、

全
28
戸
で
子
育
て
世
帯
な
ど

を
対
象
に
し
た
住
宅
で
す
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
国

の
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、

議
案
第
35
号
と
同
様
に
条
例

に
家
賃
の
設
定
条
項
が
必
要

と
判
断
し
、
２
条
を
追
加
し

て
原
案
の
一
部
を
修
正
可
決

す
べ
き
も
の
と
本
会
議
で
委

員
会
報
告
を
し
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成30年

第2回定例会
会期　6月5日（火）〜7日（木）

6/5 一般質問
　利根川議員・井上議員�（P4）
　田代議員・南雲議員� （P5）
　平野議員・小澤議員� （P6）
　大舘議員� （P7）

6/6 議案審議
　�議案６件（条例、補正予算）
議案審査
　委員会２件（条例）

6/7 議案審査
　委員会２件（条例）
議案審議
　�委員会報告２件（条例）、報
告１件（繰越明許費）、各種
報告などが行われ、閉会し
ました。

審査の内容
　総務課長、政策推進課長及び担当職員出席のもと、
条例の構成、規則（案）、地域優良賃貸住宅制度要綱、
家賃と駐車場使用料の設定方法、今後の事業収支の推
移等を詳細に審査しました。
　審査の結果、この条例は、国の地域優良賃貸住宅制
度に基づくものであるが、家賃等の設定についての条
項が条例に必要であると判断し、原案の一部を修正
（追加）する必要があると結論に達しました。
なお、次の項目について、強く申し入れをいたします。
（1）この条例は、人口増と定住促進を図るものである
ため、安定した入居率の確保と向上を目指し、管理
運営に努められたい。
（2）駐車場使用料については、子育て世帯、新婚世帯
等の居住安定に寄与するため、配慮されたい。

審査の内容
　総務課長、政策推進課長及び担当職員出席のもと、
既存町営住宅の集約化について重点的に審査しました。
具体的には、町が借地している既存町営住宅の入居者
数及び借地料の確認、家賃の設定方法、今後の事業収
支の推移、規則（案）等を詳細に検討しました。
　審査の結果、この条例は、町民の福祉向上及び定住
促進を図るために必要であると判断しました。
　なお、次の項目について、強く申し入れをして原案
のとおり賛成することとしました。
（1）借地の町営住宅入居者の移転を促進するために家
賃設定を考慮し、集約化を推進されたい。
（2）町有地の仲町屋及び沢尻町営住宅の集約化も進め
られたい。

松田町地域優良賃貸住宅の設置及び管理に関する条例 松田町公共賃貸住宅の設置及び管理に関する条例

総務文教常任委員会報告書（抜粋） 総務文教常任委員会報告書（抜粋）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
審
査

籠場住宅の完成イメージ図

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
条
例
（
新
設
２
件
・
一
部
改
正
３
件
）、
補
正
予
算
１
件
を
審
議
し
、

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
１
件
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
議
案
第
35
号　

松
田
町
公
共
賃
貸
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
」・「
議
案
第
36
号　

松
田
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
の
主
な
審
査
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
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条
例
・
補
正
予
算
・
繰
越
明
許
費

▼
松
田
町
公
共
賃
貸
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
　

籠
場
地
区
に
建
設
中
の
公

共
賃
貸
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の

で
す
。
（
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ

参
照
）

▼
松
田
町
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

　

町
屋
地
区
に
建
設
中
の
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
制
定
す

る
も
の
で
す
。
（
詳
細
は
２

ペ
ー
ジ
参
照
）

▼
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
の
特
例
に
つ
い

て
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

▼
松
田
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
施
行
さ
れ
、
放
課
後

児
童
支
援
員
の
基
礎
資
格
等

の
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

▼
松
田
町
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

都
市
公
園
法
施
行
令
の
一

部
改
正
が
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
が
運
動
施
設
率
を
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
た

め
、
一
部
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

▼
平
成
30
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
５
０
万
１
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
49
億
９

７
５
０
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

内
容
は
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
関
連
事
業
費
交
付
金
、

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
「
賢
い
選

択
」
に
よ
る

排
出
削
減
促

進
事
業
、
退
職
消
防
団
員
報

償
金
の
補
正
を
す
る
も
の
で

す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
費
一
般
事
務
経

費
、
小
田
原
市
斎
場
事
務
等

負
担
金
、
橋
梁
長
寿
命
化
事

業
、
町
営
住
宅
建
設
経
費
、

松
田
中
学
校
施
設
調
査
経
費

の
５
事
業
に
つ
い
て
、
総
額

２
億
１
８
６
８
万
５
３
６
０

円
を
30
年
度
へ
繰
り
越
し
た

計
算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。審

議
の
結
果

　

以
上
、
議
案
６
件
を
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
５

件
・
修
正
可
決
１
件
、
報
告

１
件
を
受
け
ま
し
た
。
採
決

の
結
果
は
、
下
段
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議 案 審 議 結 果 一 覧
第2回定例会（6月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決
議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

飯
田　
　

一

利
根
川　

茂

小
澤　

啓
司

石
内　
　

浩

齋
藤　
　

永

鈴
木　

眞
德

大
舘　

秀
孝

議案35 松田町公共賃貸住宅の設置及び管理に関する条例
（総務文教常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　36 松田町地域優良賃貸住宅の設置及び管理に
関する条例（総務文教常任委員会報告）

修正案 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
修正案以外の
部分の原案 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　37 松田町税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　38 松田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　39 松田町公園条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　40 平成30年度松田町一般会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※ 中野博議長は、採決には加わらない。

川音川パークゴルフ場 （運動施設の敷地
面積の割合は５０／１００とされた）

長寿命化計画に基づき橋脚の補強と
落橋防止装置が設置された大寺橋



4このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
が
、

無
料
や
安
価
で
食
事
の
摂
れ

る
「
こ
ど
も
食
堂
」
が
全
国

で
２
２
０
０
か
所
、
県
内
で

は
１
６
９
か
所
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
隣
で
は
、
中

井
町
・
箱
根
町
等
に
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
、

生
活
保
護
基
準
以
下
で
生
活

し
て
い
る
と
の
統
計
も
あ
り

ま
す
。

　

食
の
安
全
と
確
保
は
、
何

よ
り
も
か
え
が
た
い
も
の
で

す
。

　

本
町
で
も
、
社
会
福
祉
協

議
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
各
地

区
ふ
れ
あ
い
会
等
で
開
設
で

き
る
よ
う
な
働
き
か
け
や
、

運
営
支
援
を
町
と
し
て
で
き

ま
せ
ん
か
。
町
長
の
お
考
え

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

必要性を感じ
検討を指示

回答（町長）

　

中
井
町
や
箱
根
町
等
で
実

施
し
て
い
る
「
こ
ど
も
食
堂
」

に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い

る
。
将
来
的
に
必
要
と
な
る

事
業
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、

各
職
員
に
検
討
を
指
示
し
て

い
た
。

　

多
様
な
社
会
の
中
で
、
共

働
き
や
ひ
と
り
親
世
帯
が
増

加
傾
向
に
あ
る
社
会
的
な
背

景
を
察
し
、
単
に
所
得
が
低

く
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ

始
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
の
支
援
並
び

に
協
力
者
の
、
生
き
が
い
の

創
出
・
世
代
間
交
流
に
よ
る

郷
土
愛
の
醸
造
な
ど
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
居

　

籠
場
住
宅
・
町
屋
住
宅
は
、

現
在
建
築
工
事
が
順
調
に
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
住
宅
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年

度
30
年
間
の
債
務
負
担
行
為

を
議
決
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
町
営
住
宅
整
備
事
業

の
30
年
間
の
順
調
適
正
な
運

営
に
は
、
入
居
者
の
募
集
・

確
保
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
籠

場
住
宅
、
町
屋
住
宅
の
入
居

者
募
集
等
の
状
況
、
債
務
負

担
行
為
議
決
時
以
降
の
収
入

場
所
づ
く
り
の
必
要
性
を
感

じ
て
お
り
「
こ
ど
も
食
堂
」

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。

町
が
直
接
運
営
す
る
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
る
な

ど
、
支
援
の
体
制
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
く
。

支
出
状
況
の
変
更
等
の
箇
所
、

今
後
の
計
画
や
事
業
の
進
捗

の
見
込
み
に
つ
い
て
、
町
長

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。入居者募集は

民間のノウハウを
活かして
回答（町長）

　

籠
場
住
宅
の
入
居
者
は
、

現
町
営
住
宅
の
集
約
化
を
目

標
に
、
町
屋
住
宅
の
入
居
者

募
集
は
、
民
間
会
社
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
て
行
う
。

　

今
後
、
債
務
負
担
行
為
の

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
収
入

支
出
の
部
分
で
変
更
が
生
じ

る
の
で
、
再
度
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
そ
の
都
度
説
明
を

し
て
い
き
た
い
。

　

松
田
に
住
み
続
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
松
田
町
の
魅

力
と
い
う
も
の
を
セ
ッ
ト
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

歴
史
と
文
化
の
結
節
点
で

あ
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
若
い
方
々

と
結
び
つ
く
に
は
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
や
農
地
中
間
管
理

機
構
を
利
用
し
て
入
居
者
と

松
田
の
自
然
の
魅
力
を
結
び

付
け
る
な
ど
情
報
提
供
し
て

住
ん
で
い
た
だ
く
。

こ
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営
支
援
を
！

質
問
者

　
利
根
川
　
茂
　
議
員

町
営
住
宅
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

町屋地区に建設中の町営住宅
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松
田
町
第
５
次
総
合
計
画

「
防
犯
対
策
」
の
取
り
組
み

に
あ
る
よ
う
に
、
自
主
防
犯

団
体
（
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
活
動
を
よ
く
目
に
し
、
頭

の
下
が
る
思
い
で
す
。
加
え

て
、
犯
罪
抑
制
の
た
め
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
も
重
要
と

考
え
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
と
、
通
学
路
へ
の
設
置
計

画
に
つ
い
て

⑵　

新
松
田
駅
を
起
点
と
す

る
タ
ク
シ
ー
会
社
に
対
し
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設

置
（
更
新
）
支
援
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て

⑶　

第
５
次
総
合
計
画
は
今

年
度
で
完
了
す
る
の
で
、
31

年
度
以
降
の
新
た
な
総
合
計

画
の
基
本
目
標
指
標
と
し
て
、

防
犯
カ
メ
ラ
や
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
に
関
す
る
数
値
を

位
置
づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て

計画的に
防犯カメラを
設置していく
回答（町長）

⑴　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
事
件

を
未
然
に
防
ぐ
抑
止
力
向
上

に
な
る
た
め
現
在
は
５
台
、

30
年
度
は
２
台
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。
31
年
度
以
降
、

自
治
会
や
関
係
団
体
の
声
を

聞
き
通
学
路
や
公
園
、
不
審

者
情
報
発
生
場
所
な
ど
へ
計

画
的
に
設
置
し
て
い
く
。

⑵　

タ
ク
シ
ー
会
社
に
対
す

る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
補
助
は
、
防
犯
に
特
化

し
た
も
の
で
な
く
観
光
や
見

守
り
、
福
祉
や
災
害
時
の
対

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能

な
世
界
の
実
現
を
目
指
す
と

し
、
２
０
１
５
年
９
月
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
、

国
と
し
て
も
推
進
さ
れ
る
中
、

全
国
的
に
展
開
す
る
上
で
市

町
村
の
取
り
組
み
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

応
な
ど
包
括
的
な
協
定
を
前

提
に
協
議
を
進
め
た
い
。

⑶　

新
た
な
総
合
計
画
の
基

本
目
標
と
し
て
、
地
域
か
ら

の
意
見
や
要
望
を
伺
い
、
町

全
域
に
つ
い
て
年
度
別
の
目

標
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
は
町
民
や
企
業
、
団
体
に

必
要
性
を
周
知
し
普
及
を
図

っ
て
い
く
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
町
と
し

て
の
取
り
組
み
は
。

⑵　
「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く

る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
持

続
可
能
な
社
会
の
仕
組
み
づ

く
り
を
つ
く
る
と
し
、
本
町

で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

も
っ
と
周
知
の
工
夫
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
が
お
考
え
は
。

⑶　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
「
す
べ
て
の

人
に
健
康
と
福
祉
を
」
に
も

合
致
す
る
認
知
症
の
早
期
発

見
の
た
め
の
施
策
の
お
考
え

は
。

地方創生の推進に
ＳＤＧｓを

回答（町長）

⑴　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
考

え
を
新
た
な
総
合
計
画
策
定

の
も
の
さ
し
と
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
持
続
可
能
な
共

通
の
目
標
は
、
町
で
も
諸
問

題
を
解
決
し
地
方
創
生
を
推

進
す
る
も
の
と
考
え
る
。

⑵　

本
町
も
参
加
し
て
い
る

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル

を
使
用
済
小
型
家
電
か
ら
抽

出
さ
れ
る
貴
金
属
で
製
作
す

る
も
の
で
、
ま
だ
周
知
が
充

分
で
は
な
い
。
お
知
ら
せ
号

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
。
ま
た
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
場
所
を
分
か
り
易

く
す
る
た
め
、
の
ぼ
り
旗
を

立
て
て
い
く
。

⑶　

認
知
症
早
期
発
見
の
た

め
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
参
加
者
を
増
や

し
、
認
知
症
の
初
期
症
状
を

感
じ
る
事
の
重
要
性
を
理
解

し
て
頂
く
。
ま
た
、
サ
ポ
ー

ト
医
と
相
談
し
な
が
ら
認
知

症
ケ
ア
パ
ス
を
作
成
し
、
早

期
発
見
に
役
立
て
て
い
く
。

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
！

質
問
者

　
南
雲��

ま
さ
子
　
議
員

将
来
に
向
け
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス

デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）の
推
進
に
つ
い
て

昨年度設置した松田小学校付近のカメラ

ＳＤＧｓとは、「サスティナブル　ディベロップメント
ゴールズ」の略語で、持続可能な開発目標として、2015

年９月、国連の持続可能な開発サミットで、2016年から

2030年までを国際目標期間として、全会一致で採択され

たもので、1７の目標と169のターゲットを定めている。

各自治体は、各種計画や戦略、方針の策定や改訂にＳＤ

Ｇｓの要素を反映し始めている。
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全
国
的
に
学
校
教
職
員
の

長
時
間
勤
務
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
緩
和
の
た
め

に
も
、
部
活
動
に
つ
い
て
国

か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
こ

の
３
月
に
出
ま
し
た
の
で
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

⑴　

町
内
の
小
中
学
校
の
教

職
員
の
長
時
間
勤
務
の
実
態

は
ど
う
で
す
か
。

⑵　

部
活
動
に
つ
い
て
の
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
対
応

の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

⑶　

部
活
動
以
外
に
地
域
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た

り
、
学
校
外
で
音
楽
・
芸
術

活
動
に
取
り
組
む
生
徒
も
い

ま
す
が
、
学
校
外
活
動
は

「
未
来
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
育

成
・
応
援
助
成
金
」
の
適
応

は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
適
応

の
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。部活動のあり方は

国や県の方針に
沿って検討中
回答（教育長）

⑴　

時
間
外
労
働
が
月
80
時

間
を
超
え
た
も
の
に
つ
い
て

学
校
長
よ
り
報
告
を
受
け
て

い
る
。
該
当
者
は
何
人
か
お

り
、
医
師
に
よ
る
指
導
体
制

も
あ
る
が
、
現
在
心
配
さ
れ

る
ケ
ー
ス
は
な
い
。
本
人
も

管
理
者
も
勤
務
時
間
短
縮
に

努
め
る
。

⑵　

平
成
30
年
３
月
に
国
が

発
表
し
た
「
部
活
動
の
あ
り

方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
受
け
、
県
も

「
１
年
に
平
日
及
び
週
休
日

各
52
日
以
上
の
休
養
日
を
設

　

近
年
、
町
内
小
規
模
事
業

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
後
継

者
不
在
で
廃
業
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
２
０
２
５
年
問
題

を
間
近
に
控
え
、
小
売
業
、

特
に
生
鮮
三
品
業
種
の
衰
退

け
る
。
そ
の
際
ひ
と
月
の
う

ち
平
日
及
び
週
休
日
に
必
ず

休
養
日
を
設
け
る
」
と
の
方

針
を
出
し
た
。
県
西
地
域
で

も
現
在
協
議
し
て
い
る
。

⑶　

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
様
々
な
分
野
で
町
内

外
で
の
活
躍
著
し
い
中
高
生

を
対
象
と
す
る
の
で
、
学
校

外
活
動
も
含
ま
れ
る
。
選
定

基
準
や
制
度
設
計
は
協
議
中

で
、
７
月
末
ま
で
に
総
合
教

育
会
議
の
中
で
ま
と
め
る
。

は
著
し
く
、
高
齢
者
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　

住
み
や
す
い
生
活
環
境
を

守
り
、
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
た
め
に
も
、
小
売
業
者

の
存
続
は
必
要
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

⑴　

小
規
模
事
業
者
の
廃
業

対
策
と
し
て
、
事
業
承
継
施

策
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す

か
。

⑵　

地
域
密
着
型
ス
ー
パ
ー

の
誘
致
は
検
討
し
て
い
ま
す

か
。

住みやすい
街づくりに
努力を続ける
回答（町長）

⑴　

制
度
と
し
て
国
の
「
後

継
者
承
継
支
援
型
」
補
助
制

度
や
「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
」
が
あ
る
。
町
と

し
て
も
「
店
舗
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
支
援
補
助
金
」
を
創
設

し
支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
包
括
連
携
を
協

定
し
た
人
材
派
遣
会
社
と
協

力
し
、
小
規
模
事
業
者
の
承

継
に
努
め
る
。
ま
た
、
一
般

社
団
法
人
「
日
本
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
、

町
商
工
振
興
会
な
ど
の
関
係

者
と
連
携
し
、
地
域
の
人
材

や
組
織
を
育
成
す
る
計
画
が

あ
る
。

⑵　

地
域
密
着
型
ス
ー
パ
ー

開
設
に
つ
い
て
は
、
以
前
か

ら
要
望
が
あ
り
適
宜
検
討
し

て
い
る
が
、
事
業
者
や
設
置

場
所
な
ど
選
定
が
難
し
い
。

空
き
店
舗
を
活
用
し
生
鮮
三

品
を
扱
う
業
者
の
誘
致
や
現

在
運
行
し
て
い
る
「
移
動
販

売
車
」
の
増
発
を
検
討
す
る

な
ど
、
買
い
物
困
難
者
へ
の

対
策
を
進
め
る
。

質
問
者

　
平
野��

由
里
子
　
議
員

学
校
の
部
活
動
と「
未
来
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

育
成
・
応
援
助
成
金
」事
業
に
つ
い
て

質
問
者

　
小
澤
　
啓
司
　
議
員

小
売
業
者
の
事
業
承
継
施
策
を
問
う

松田中学校は運動部７部・文化部２部、
寄中学校は運動部１部・文化部１部を設置

閉店が目立つようになった商店街
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ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
イ
ラ
ン
核
合
意
離
脱

発
表
以
来
、
燃
料
等
が
今
ま

で
に
無
い
よ
う
な
高
騰
を
し

て
い
ま
す
。
化
石
燃
料
に
頼

り
過
ぎ
る
状
況
で
は
、
将
来

的
不
安
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

松
田
町
の
活
性
化
を
考
え
る

意
味
で
、
対
策
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
２
点
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

代
替
燃
料
と
し
て
再
生

可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

⑵　

酒
匂
川
・
川
音
川
の
河

川
敷
は
、
運
動
公
園
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
津

川
の
河
川
敷
も
利
用
可
能
な

所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

住みやすい
街づくりに
努力を続ける
回答（町長）

⑴　

本
年
度
に
松
田
町
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
施
策

の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、

活
用
に
関
す
る
理
念
、
行
政
・

住
民
・
事
業
者
の
役
割
等
を

規
定
す
る
（
仮
称
）
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
促
進
条
例
制
定
の

検
討
会
を
設
置
す
る
。

　

単
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
で
は
な
く
、
地

域
経
済
の
再
生
に
向
け
た
政

策
と
し
て
位
置
付
け
た
い
。

今
後
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

に
よ
る
地
球
環
境
や
本
町
の

大
切
な
資
源
で
あ
る
山
を
守

る
こ
と
で
、
生
活
に
欠
か
せ

な
い
水
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

⑵　

河
川
法
及
び
河
川
砂
防

法
の
事
務
手
続
き
等
、
占
用

許
可
を
得
る
に
は
課
題
が
多

く
時
間
を
要
す
る
。
広
場
を

中
心
に
河
川
敷
が
整
備
さ
れ

れ
ば
景
観
・
有
害
獣
対
策
に

も
な
る
の
で
県
に
要
望
し
、

次
に
地
域
活
性
化
に
資
す
る

計
画
を
作
り
た
い
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30

年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
））

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
、
歳
出
予
算
の
予

備
費
を
減
額
し
、
総
務
費
の

徴
税
費
を
３
７
４
万
６
千
円

増
額
す
る
も
の
で
、
予
算
総

額
は
49
億
９
７
５
０
万
１
千

円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
容
は
、
法
人
町
民
税
の

確
定
申
告
に
伴
い
、
過
誤
納

還
付
金
及
び
還
付
加
算
金
が

発
生
し
た
た
め
、
７
月
４
日

に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
こ

の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
７
６
３
万
３
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
50
億

１
５
１
３
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
補
助
事
業
の
採

択
を
受
け
た
た
め
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

計
画
策
定
事
業
と
し
て
計
画

策
定
業
務
委
託
料
等
の
計
上
、

農
泊
推
進
事
業
と
し
て
寄
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
及

び
旧
安
藤
邸
（
萱
沼
）
の
改

修
工
事
を
す
る
た
め
補
正
を

す
る
も
の
で
す
。

審
議
の
結
果

　

以
上
、
専
決
処
分
の
承
認

１
件
、
補
正
予
算
１
件
は
、

原
案
の
と
お
り
賛
成
全
員
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成30年
第４回臨時会

　平成30年第４回議会臨時会が、
7月20日に開催され、専決処分の
承認と補正予算を審議しましたので、
その概要をお知らせします。

北海道下川町の木質バイオマス
地域熱供給システムボイラー

（平成29年10月26日議員視察）

質
問
者

　
大
舘
　
秀
孝
　
議
員

町
の
潜
在
的
資
源
を

活
か
し
た
活
性
化
を
問
う

平成26年に取得した旧安藤邸
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議
員
行
政
視
察
報
告

　

平
成
30
年
６
月
27
日（
水
）か
ら
28
日（
木
）に
、
議
員
７
名
に

よ
り
、
岐
阜
県
岐
阜
市
の
「
み
ん
な
の
森　

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ

ス
モ
ス
」
と
可
児
市
の
「
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
ａ
ｌ
ａ
」
の

行
政
視
察
、
静
岡
県
沼
津
市
の
「
泊
ま
れ
る
公
園 

Ｉ
Ｎ
Ｎ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」
の
見
学
を
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

　

参
加
議
員　

鈴
木
眞
德
・
利
根
川
茂
・
中
野
博
・
南
雲
ま
さ
子

　
　
　
　
　
　

井
上
栄
一
・
田
代
実
・
平
野
由
里
子

み
ん
な
の
森

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

　

平
成
2７
年
７
月
に
開
館
し

た
岐
阜
市
立
「
み
ん
な
の
森

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
」

は
、
市
の
中
心
市
街
地
に
位

置
す
る
岐
阜
大
学
医
学
部
跡

地
で
事
業
展
開
し
て
い
る

「
つ
か
さ
の
ま
ち
夢
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
第
１
期
事
業
で

整
備
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
「
知
の
拠

点
」
の
役
割
を
担
う
市
立
中

央
図
書
館
、
「
絆
の
拠
点
」

と
な
る
市
民
活
動
交
流
セ
ン

タ
ー
と
多
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
、

「
文
化
の
拠
点
」
と
な
る
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
か
ら
な
る

複
合
文
化
施
設
で
、
そ
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

施
設
の
利
用
状
況
は
、
若

者
の
利
用
が
多
く
、
平
成
29

年
度
実
績
で
、
年
間
約
１
３

０
万
人
（
１
日
当
り
平
日
約

３
千
人
、
休
日
５
千
人
）
が

利
用
し
、
ま
た
図
書
館
は
、

新
規
登
録
者
数
は
、
３
万
３

７
２
人(

開
館
１
年
後
に
は

33
倍)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
の
稼
働
率
は
、
ホ

ー
ル
80
％
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
92

％
と
高
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

岐
阜
市
と
は
、
人
口
や
財

政
規
模
が
違
う
た
め
、
単
純

に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
利
用
者
に
対
す
る

「
お
も
て
な
し
」
の
大
切
さ

で
、
稼
働
率
が
高
い
と
感
じ

ま
し
た
。�

（
記

田
代　

実
）

可
児
市
文
化
創
造
セ
ン

タ
ー　

ａ
ｌ
ａ（
ア
ー
ラ
）

　

開
館
は
平
成
14
年
。
運
営

は
、
こ
の
た
め
に
設
立
さ
れ

た
可
児
市
文
化
芸
術
振
興
財

団
が
可
児
市
よ
り
指
定
管
理

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

収
益
の
７5
％
が
指
定
管
理

料
（
平
成
29
年
度
で
４
億
５

千
万
円
）
で
す
が
、
事
業
収

益
を
出
す
こ
と
を
常
に
意
識

し
、
ま
た
事
業
企
画
に
対
し

て
国
の
補
助
金
も
獲
得
し
て

い
ま
す
。

　

協
力
す
る
市
民
は
「
ａ
ｌ

ａ
ク
ル
ー
ズ
」
と
し
て
組
織

さ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
、

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

衛
紀
生
館
長
は
、
「
芸
術
の

殿
堂
で
は
な
く
、
人
間
の

家
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲

げ
、
子
ど
も
か
ら
青
年
、
現

役
世
代
、
お
年
寄
り
、
障
が

い
者
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ

る
人
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
々

に
開
か
れ
た
、
つ
ま
り
「
社

会
包
摂
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
）
」
と
い
う
在
り
方
を
追

求
す
る
と
同
時
に
、
ど
ん
ど

ん
外
に
出
て
働
き
か
け
る
こ

と
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
が
な
さ
れ
、
衛
氏
が
館
長

に
就
任
し
て
以
来
、
観
客
数

が
３
・
７
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

文
化
施
設
の
運
営
理
念
と

し
て
非
常
に
大
切
な
も
の
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
町
民
文

化
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
展
開

に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。�

（
記

平
野
由
里
子
）

泊
ま
れ
る
公
園

Ｉ
Ｎ
Ｎ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

　

昭
和
50
年
代
に
整
備
さ
れ

た
沼
津
市
少
年
自
然
の
家
及

び
周
辺
の
公
園
の
施
設
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
複
合
宿
泊
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
森
の
中

に
設
置
し
た
空
中
に
浮
遊
す

る
球
体
型
の
ド
ー
ム
テ
ン
ト

は
、
日
本
で
初
め
て
設
置
さ

れ
、
周
り
の
立
木
と
テ
ン
ト

を
ワ
イ
ヤ
ー
で
保
持
し
浮
遊

感
を
沸
き
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
旧
来
の
施
設

を
リ
ニ
ュ
―
ア
ル
し
客
単
価

の
高
い
宿
泊
施
設
へ
と
転
換

し
、
市
の
直
営
で
な
く
民
間

へ
の
指
定
管
理
と
し
、
利
用

を
図
っ
て
い
る
事
例
は
、
松

田
町
に
お
い
て
も
現
在
直
営

で
運
営
し
て
い
る
ハ
ー
ブ
館

や
子
ど
も
の
館
、
自
然
館
の

運
営
に
参
考
と
な
る
事
例
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
記

井
上
栄
一
）

岐阜県

可児市
岐阜市

職員より館内の説明を受ける

球体型ドームテント

炭火コンロを使用し食事を提供

利用率が高い音楽練習室
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平成29年度　政務活動費　収支報告
　政務活動費とは、地方自治法及び松田町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員の調査研究・そ

の他の活動を支援するために、必要な経費の一部として交付するものです。交付額は、１人当たり月額5,000

円です。年度の初めに１年分（60,000円）を交付しました。

　なお、60,000円を超えた分は自己負担となります。

（単位：円）

議員氏名 交付額

支　　出　　額

返還額 主な支出内容①
調査旅費
・研修費

②
資料作成
・購入費

③
広　報
広聴費

支出計

平野由里子 60,000 121,438 0 39,241 160,679 0
①視察旅費（※１）、研修費(財政分析
講座/歳入＋歳出編）
③議会報告広報紙印刷代

田代　　実 60,000 61,518 0 0 61,518 0 ①視察旅費（※１）

井上　栄一 60,000 61,518 21,336 0 82,854 0 ①視察旅費（※１）
②書籍購入費

南雲まさ子 60,000 61,518 0 0 61,518 0 ①視察旅費（※１）

中野　　博 60,000 61,518 0 0 61,518 0 ①視察旅費（※１）

飯田　　一 60,000 61,518 0 0 61,518 0 ①視察旅費（※１）

利根川　茂 60,000 0 70,949 0 70,949 0 ②書籍購入費

小澤　啓司 60,000 61,518 0 0 61,518 0 ①視察旅費（※１）

石内　　浩 60,000 61,518 0 0 61,518 0 ①視察旅費（※１）

齋藤　　永 60,000 61,518 0 0 61,518 0 ①視察旅費（※１）

鈴木　眞德 60,000 61,518 0 0 61,518 0 ①視察旅費（※１）

大舘　秀孝 60,000 61,518 15,942 0 77,460 0 ①視察旅費（※１）
②書籍購入費

合　計 720,000 736,618 108,227 39,241 884,086 0

視察の主な内容
※１�北海道夕張市　⇒　財政再生計画、財政再建団体指定から10年後の夕張市
　　�ＮＰＯ法人　ゆうばり観光協会　⇒　観光協会理事が語る夕張市の歴史と現状
　　�北海道下川町　⇒　地域おこし協力隊、環境未来都市、バイオビレッジ構想と木質バイオマス施設見学
　　�北海道東川町　⇒　写真の町、定住と景観事業、株主制度、地域おこし協力隊、上水道がない町

岐阜県

可児市
岐阜市
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旧
松
田
土
木
事
務
所

の
改
修
は
、
小
田
原
駅
の
近

く
の
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
感

じ
で
す
か
。

町
で
考
え
て
い
る
土

木
事
務
所
跡
地
は
、
女
性
が

中
心
と
し
た
子
育
て
セ
ン

タ
ー
や
、
女
性
が
起
業
す
る

場
に
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
ま
す
。
お
だ
わ
ら
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
と
は
、
性
格
が

違
い
ま
す
。

旧
松
田
土
木
事
務
所

の
活
用
は
、
女
性
に
限
定
す

る
と
使
用
率
が
減
っ
て
し
ま

う
が
、
女
性
に
限
定
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
か
。

利
活
用
等
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
ご
意
見
を
伝
え
、

議
会
と
し
て
も
精
査
し
て
い

き
ま
す
。特

別
委
員
会
報
告
書

の
中
で
、
旧
松
田
土
木
事
務

所
の
改
修
に
つ
い
て
、
事
業

内
容
や
運
営
方
針
が
不
明
確

で
あ
り
…
と
あ
る
が
、
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
。

建
物
を
ど
う
利
活
用

し
て
い
く
か
今
後
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
等
で
や
っ
て

い
き
ま
す
。
30
年
度
に
建
物

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
た
め
、

計
画
を
29
年
度
か
ら
練
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
い
う
内
容
か

は
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ
と
で

す
。

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
も
っ

と
音
楽
会
や
演
劇
な
ど
の
文

化
的
な
側
面
も
強
化
で
き
ま

せ
ん
か
。大

ホ
ー
ル
を
も
っ
と

宣
伝
し
、
本
年
度
は
国
際
交

流
の
た
め
に
英
会
話
等
が
学

べ
、
交
流
を
促
進
す
る
環
境

の
整
備
と
し
て
会
議
室
等
を

改
修
し
、
賑
わ
い
の
復
活
と

地
域
経
済
を
振
興
さ
せ
る
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

予
算
は
、
過
去
最
高

の
積
極
的
な
予
算
編
成
で
す

が
、
特
に
地
方
創
生
事
業
を

さ
ら
に
加
速
す
る
た
め
に
、

30
年
度
以
降
も
借
金
を
し
て

取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
、

６
億
８
３
２
０
万
円
を
借
り

入
れ
て
事
業
を
推
進
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

６
億
８
３
２
０
万
は
、

町
債
の
予
算
額
で
す
。
町
債

に
は
、
地
方
創
生
事
業
や
Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
町
営
住
宅
関
係
な
ど

も
入
っ
て
い
ま
す
。
（
町
債

の
う
ち
地
方
創
生
推
進
事
業

債
は
３
９
０
０
万
円
で
す
）

議
会
基
本
条
例

自
治
基
本
条
例

議
会
基
本
条
例
・
自

治
基
本
条
例
が
で
き
た
が
、

ど
ち
ら
が
上
位
で
す
か
。

二
元
代
表
制
と
い
う

こ
と
で
２
本
立
て
に
し
て
い

ま
す
。
行
政
を
執
行
す
る
ほ

う
が
自
治
基
本
条
例
、
議
会

の
あ
る
べ
き
規
定
が
議
会
基

本
条
例
で
、
両
方
と
も
位
と

し
て
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
と
自

治
基
本
条
例
の
、
町
民
の
定

義
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

自
治
基
本
条
例
第
３

条
に
町
民
の
定
義
が
あ
り
、

町
内
の
居
住
者
の
ほ
か
通
勤

者
、
通
学
者
、
事
業
者
等
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
議
会
基

本
条
例
は
、
特
に
定
義
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
度
予
算

　

松
田
町
議
会
で
は
、
７
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
に
町
民
文

化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
（
９
名
参
加
）
、
同
日
午
後
７
時
に

寄
中
学
校
屋
内
運
動
場
多
目
的
ル
ー
ム
（
７
名
参
加
）
で
議
会

報
告
会
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
平
成
30
年
度
予
算
・
議
会
基
本
条
例
・
自

治
基
本
条
例
に
つ
い
て
、
審
議
の
経
過
等
を
報
告
し
質
疑
を
行

い
、
意
見
交
換
会
は
、
松
田
地
区
が
学
校
制
度
等
の
あ
り
方
、

寄
地
区
が
寄
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
事
業
・
寄
１
番
地
の
活

用
事
業
に
つ
い
て
、
現
状
を
説
明
し
て
意
見
の
交
換
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

で
活
発
な
意
見
交
換

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

開催の趣旨を説明する中野議長（町民文化センター展示ホール）
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自
治
基
本
条
例
の
ど

こ
に
松
田
町
ら
し
さ
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

前
文
に
、
松
田
の
自

然
環
境
の
良
さ
な
ど
が
書
い

て
あ
り
ま
す
が
、
条
例
本
文

に
そ
う
い
う
こ
と
が
載
っ
て

い
な
い
と
指
摘
が
議
員
の
中

か
ら
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
を
土
・
日
曜
日

や
夜
間
に
開
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

日
曜
日
の
議
会
は
、

上
郡
で
は
、
開
成
町
が
行
っ

て
い
ま
す
。
議
会
で
も
良
い

こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
職
員
の
人

件
費
が
余
計
に
か
か
る
こ
と

で
す
。
費
用
対
効
果
を
考
え

る
と
、
今
は
ま
だ
検
討
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
制
度
等
の
あ
り
方

小
中
一
貫
教
育
や
義

務
教
育
学
校
の
場
所
は
、
小

学
校
の
所
に
作
る
の
で
す
か
。

今
の
段
階
で
は
結
論

が
出
て
い
ま
せ
ん
。
検
討
委

員
会
の
報
告
や
パ
ブ
コ
メ
等

の
結
果
を
経
て
、
総
合
教
育

会
議
で
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
は
、
浸
水
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
小

学
校
に
建
て
た
ほ
う
が
安
全

だ
と
思
い
ま
す
が
。

通
常
の
学
校
の
建
替

え
は
補
助
金
が
で
ま
せ
ん
が
、

小
中
一
貫
校
や
義
務
教
育
学

校
の
新
し
い
制
度
で
あ
れ
ば
、

国
か
ら
補
助
金
が
出
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
色
々
な

面
か
ら
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
検
討
し
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

小
中
学
校
教
員
の
長

時
間
勤
務
の
実
態
と
残
業
代

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

長
時
間
勤
務
は
、
月

80
時
間
を
超
え
た
場
合
は
、

校
長
か
ら
教
育
長
に
報
告
を

受
け
ま
す
。
若
干
い
る
よ
う

で
す
が
、
問
題
と
な
る
よ
う

な
症
状
の
方
は
い
な
い
よ
う

で
す
。
残
業
代
は
、
給
料
の

中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
残
業

代
と
し
て
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
で
の
い
じ
め
、

不
登
校
は
あ
り
ま
す
か
。

多
少
は
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

寄
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
事
業

寄
で
と
れ
る
動
物
の

肉
が
、
簡
単
に
私
た
ち
の
口

に
入
る
と
良
い
が
、
難
し
い

こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
。

規
制
が
厳
し
く
、
２

時
間
以
内
に
保
健
所
の
許
可

を
得
た
解
体
工
場
に
運
び
込

み
、
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
言
う
ル
ー
ル
が
あ

り
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
規
制
を
緩
和
で
き
な

い
か
要
望
し
て
い
ま
す
。

寄
の
酒
米
で
日
本
酒

を
作
っ
て
、
特
産
品
に
す
る

と
い
う
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

寄
は
、
昔
か
ら
田
の

土
が
浅
い
こ
と
や
水
が
冷
た

過
ぎ
る
た
め
、
良
い
米
は
で

き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
芋
そ
ば
は
、
す
ご

く
お
い
し
い
。
今
は
作
れ
る

人
が
い
ま
す
か
。

作
れ
る
人
は
い
る
が
、

保
健
所
の
関
係
で
売
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
山

芋
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

あ
っ
て
も
猪
に
食
べ
ら
れ
て

し
ま
う
。そ

ば
を
畑
に
作
っ
て

い
き
ま
せ
ん
か
。

昔
は
、
か
あ
ち
ゃ
ん

の
店
に
出
し
て
い
た
。
キ
ジ

を
放
す
か
ら
み
ん
な
食
べ
ら

れ
て
し
ま
う
。
何
と
か
な
り

ま
せ
ん
か
。

毎
年
キ
ジ
を
放
鳥
し

て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
て
、
駆
除

を
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見

も
あ
り
、
県
の
猟
友
会
に
何

度
も
言
っ
て
い
ま
す
が
放
鳥

し
て
い
ま
す
。

寄
１
番
地
の
活
用
事
業

地
元
と
し
て
は
ど
う

い
う
施
設
が
良
い
で
す
か
。

地
域
の
魅
力
を
発
信

し
て
賑
い
創
出
の
拠
点
、
寄

地
域
に
人
を
誘
導
す
る
た
め

の
一
つ
の
拠
点
と
な
れ
ば
良

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
湯

の
沢
地
区
に
防
災
拠
点
が
で

き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

規
制
を
厳
し
く
し
て

し
ま
う
と
業
者
が
参
入
し
に

く
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

考
慮
し
て
進
め
て
も
ら
い
た

い
。意

見
・
要
望

・
資
料
が
文
字
ば
か
り
で
分

か
り
づ
ら
い
。

・
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容

が
、
事
前
に
分
か
っ
て
い
れ

ば
、
傍
聴
者
が
多
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

・
議
会
報
告
も
防
災
メ
ー
ル

の
よ
う
に
メ
ー
ル
で
送
っ
て

欲
し
い
。

・
小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の

新
松
田
駅
停
車
の
廃
止
は
何

と
か
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

・
大
井
町
に
は
、
矢
倉
沢
往

還
の
看
板
が
あ
る
。
松
田
町

に
も
設
置
し
て
欲
し
い
。

・
源
朝
長
（
源
頼
朝
の
兄
）

の
看
板
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

町
民

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

平成30年度予算を説明する田代副議長（寄中学校屋内運動場）
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皆さんの傍聴をお待ちしております!　第３回定例会は９月４日(火)開会

編　　集
あとがき

　

梅
雨
明
け
が
６
月
、
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な

地
震
や
集
中
豪
雨
に
猛
暑
続
き
、

地
球
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
災
害
へ
の
対
処
を
考

え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

７
月
１
日
に
３
回
目
の
議
会

報
告
会
を
、
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
と
寄
中
学
校
屋
内
運
動
場

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

報
告
だ
け
で
な
く
参
加
者
と
の

意
見
交
換
を
重
視
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
10
ペ
ー
ジ

と
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
と
率
直

な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
、

機
会
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
小
澤
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

平
野
由
里
子

　

副
委
員
長　

飯
田　
　

一

　

委

員　

中
野　
　

博

　

委

員　

小
澤　

啓
司

　

委

員　

齋
藤　
　

永

　

委

員　

大
舘　

秀
孝

充実したシルバーライフと
　　　　地域活性化の一翼を
（一社）松田町シルバー人材センター理事長　久保スヱさん（中央在住）

　平成27年４月に一般社団法人化
　松田町シルバー人材センター（以下「セン
ター」）は、平成４年に「松田町生きがい事業
団」として発足し、平成27年４月からは法人
化して現在の名称である「一般社団法人松田町
シルバー人材センター」となりました。会員数
は6月末現在で、111名。
男性が76人、女性が35
人です。
　「センター」には、ふ
るさと鉄道、駐車場（西
平畑公園）、障子、剪定、
草刈、パークゴルフ、除
草の７つの班があり、こ
れらの班で扱う作業の大
半を占めていますが、そ
のほかにも放置自転車のパトロールや公園トイ
レ管理、町民文化センター、健康福祉センター
の清掃等の管理などがあります。複数の班を掛
け持ちしている会員もいます。
　会員からは「作業に行ったら中学の同級生の
家で、作業の合間に昔話に話が弾んでしまっ
た。」、「暑い中での作業も多く、大変だけど、
お客さんから“待ってたよ”と言われたり、休
憩時間に冷茶などを出してもらえると嬉しいも
のだよ。」、「子供の笑顔を見ると疲れも吹っ飛
んじゃう。」などの話を耳にします。それぞれ
の作業の中で地域のみなさんとふれあい、交流

する機会になっているようです。
　今紹介した仕事のほかにもセンターが扱って
いる仕事はありますが、業種によっては、扱え
る会員が少なく、数か月もお待ちいただくこと
やご希望に添えない場合もあります。そういっ
た業種では、お客さんのためにも一緒に働いて

くれる仲間がもっと居れ
ばと思います。
　会員を募集します
　「センター」では、一
緒に働いていただける会
員を募集しています。年
齢は60歳以上で健康な
方であればどなたでも加
入することができます。
作業に応じて配分金が支

払われます。健康福祉センター内に事務所があ
り、随時受け付けています。少しばかり余裕が
できた時間を使い、自分の持っているスキルを
活かして地域に役立ちたいと考えている方、最
後に電話番号を載せておきますから、ご一報く
ださい。
　また、ここで紹介した作業をお願いしたいと
いう方、こんなことは出来ないかという方もご
連絡をお待ちしています。

【連絡先】
松田町シルバー人材センター　☎82－4227

伊豆方面へ出かけた会員親睦旅行（平成30年1月）


